
メ
ガ
バ
ン
ク
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
問
う�
【特集】�

失
っ
た
二
〇
年
前
の
チ
ャ
ン
ス
を�

取
り
戻
す
に
は
二
〇
年
か
か
る�

八
〇
年
代
の
国
際
金
融
資
本
市
場
に
お
い
て
は
日
本
の
銀
行
や
証
券
会
社
の
存
在
感
は
オ
ー
バ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
に
強
烈
だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
。
ア
メ
リ
カ
で
は
銀
証
分
離
政
策
も
撤
廃
さ
れ
、
欧
米
主
要
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
に
よ
る
国
境
や
業
態
を
越
え
た
再
編
が
進

み
、
い
ま
や
世
界
各
地
の
主
要
市
場
で
は
米
大
手
投
資
銀
行
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
株
式
引
受
主
幹
事
や
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
も
地
元
大
手
を
し
の
ぐ
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
日
本
勢
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
チ

ャ
ン
ス
は
も
は
や
失
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
を
本
拠
地
と
す
る
「
金
融
機
関
」
な
ら
で
は
の
国
際
業
務
の

あ
り
よ
う
を
八
〇
年
代
を
総
括
し
つ
つ
提
起
し
て
も
ら
っ
た
。
（
カ
ッ
ト
写
真
は
再
開
発
が
進
む
丸
の
内
周
辺
）�

東
京
市
場
と
邦
銀
が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
生
き
残
る
ナ
ロ
ー
・
パ
ス�

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ー
ニ
ー�

失
っ
た
二
〇
年
の
実
相

前
回
本
誌
に
寄
稿
し
て
か
ら
二
〇

年
の
歳
月
が
た
っ
た
（
昭
５９
年
５
月

１４
日
号
「
邦
銀
は
自
己
資
本
重
視
の

経
営
へ
転
換
せ
よ
」）。
日
本
の
金
融

界
の
現
状
は
と
い
え
ば
、
さ
る
ヘ
ッ

ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
「
邦
銀
が

海
外
か
ら
撤
退
し
て
久
し
い
が
、
英

語
力
が
ふ
た
た
び
希
少
価
値
と
な
っ

た
。
大
昔
の
よ
う
に
英
語
が
で
き
る

だ
け
で
お
い
し
い
思
い
を
す
る
人
が

い
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
で
事
態

が
い
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

筆
者
は
邦
銀
を
含
む
日
本
の
金
融

機
関
が
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
そ
の
後

半
に
か
け
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
レ

ー
ヤ
ー
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
は
か
な
り

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
な
か
っ

た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
日
本

の
な
か
で
無
意
味
な
過
当
競
争
と
垣

根
争
い
に
埋
没
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

通
用
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
戦
う
た

八
〇
年
代
に
は
日
本
の
金
融
機
関
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
が
、
国
内
の
無

意
味
な
過
当
競
争
と
垣
根
争
い
に
全
精
力
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
ふ
た
た
び
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
に
は
二
〇
年
程
度
を
要
す
る
だ
ろ
う
が
、
現
経
営
者
が
い
ま
か
ら
二
〇
年
後
を
意
識

し
行
動
し
な
い
限
り
ナ
ロ
ー
・
パ
ス
を
通
り
チ
ャ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
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邦銀の中国ビジネス�
を憂う�

�地場での業務を�
展開しなければ�
経済発展の果実は�
とれない�

【特集】メガバンクのグローバル戦略を問う�

華星会有志�

輸
出
型
か
ら
内
販
型
へ

シ
フ
ト

日
本
企
業
の
第
三
次
中
国
進
出
ブ

ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
。

中
国
政
府
が
改
革
・
開
放
路
線
に

転
じ
た
七
八
年
か
ら
八
九
年
天
安
門

事
件
ま
で
の
、
中
国
政
府
の
要
請
に

基
づ
く
大
企
業
を
中
心
と
し
た
第
一

次
ブ
ー
ム
、
九
二
年
の
�
小
平
に
よ

る
南
巡
講
話
を
契
機
と
し
た
九
五
年

ま
で
の
第
二
次
ブ
ー
ム
。
そ
し
て
、

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
に
ら
ん
で
九

九
年
か
ら
第
三
次
ブ
ー
ム
が
始
ま

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第
三
次
ブ
ー
ム
の
特
徴
は
、
日
系

企
業
の
進
出
地
域
が
上
海
市
を
中
心

と
し
た
華
東
地
区
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
、
電
機
と
繊
維
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
だ
。
進
出
形
態
は
か
つ
て
合

作
、
合
弁
だ
っ
た
が
、
相
手
先
と
の

紛
争
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
最
近
で

は
六
割
が
独
資
に
な
っ
て
い
る
。
進

出
の
目
的
も
、
輸
出
型
か
ら
国
内
販

売
型
へ
と
変
わ
っ
た
。
上
海
に
は
昨

年
、
お
そ
ら
く
五
〇
〇
社
近
い
日
系

企
業
が
進
出
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
国
内
販
売
を
目
的
と
し
た
も
の

だ
（
第
１
表
）。

企
業
に
対
す
る
中
国
の
税
制
、
規

制
は
猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る
。

ご
く
最
近
で
も
、
中
国
か
ら
輸
出

を
行
う
際
に
か
か
る
増
値
税
（
一
七

％
）
の
還
付
率
が
今
年
一
月
、
平
均

一
五
％
か
ら
一
三
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
還
付
率
の
引
下
げ
幅
は
業
種

に
よ
っ
て
異
な
る
。
輸
出
目
的
で
中

国
へ
進
出
し
た
企
業
に
と
っ
て
は
大

き
な
関
心
事
だ
。

ま
た
、
香
港
と
の
決
済
・
貿
易
関

係
の
協
定
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
今
年
一

月
に
実
施
さ
れ
た
。
内
容
は
、
香
港

製
品
二
七
三
品
目
が
中
国
本
土
へ
輸

入
さ
れ
る
際
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ

る
、
香
港
の
サ
ー
ビ
ス
業
一
八
種
類

が
中
国
本
土
へ
参
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
。
香
港
に
進

出
し
て
い
る
日
系
企
業
に
と
っ
て

は
、
中
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
細
か
な
制
度
変
更
を
常

時
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
そ
の
中
味
や
影
響

日本の企業、そして邦銀の間でも中国進出は依然ブームの様相
を呈している。ただ、日系企業の進出目的が輸出から内販へと
シフトしているのに対し、邦銀は相変わらず日系企業相手の人
民元業務にとどまっている。毎年１０％近い経済成長の果実をと
るには、長期的な展望に立った戦略的投資が必要だ。
（写真は北京市内）
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片
足
を
日
本
に
お
い
た 

八
〇
年
代
の
国
際
化

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
取
引
ル
ー
ル
や
経
営
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
世
界
的
に
統
合
化
し
て

い
く
過
程
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
八
〇
年
代
に
み
ら

れ
た
日
本
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
や

東
京
市
場
の
国
際
化
と
い
う
も
の
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
よ
り
、
一
種

の
�
中
華
思
想
�
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
端
的
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
東

京
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
外
国
企

業
は
日
本
の
会
計
原
則
に
従
っ
た
開

示
様
式
を
別
途
用
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
し
、
日
本
語
で
年
次
報

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
も
求
め

ら
れ
た
。
日
本
人
投
資
家
に
対
す
る

配
慮
は
必
要
で
あ
る
が
、
当
時
は
日

本
の
金
融
資
本
市
場
を
使
い
た
け
れ

ば
日
本
の
ル
ー
ル
に
従
う
の
が
当
然

だ
と
考
え
る
風
潮
が
あ
っ
た
。

　

日
本
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
海

外
業
務
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
片
足
を
日
本

に
お
い
た
状
態
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
日
本
企
業
の
海
外
案

件
や
日
本
企
業
の
現
地
法
人
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
大
半
を
占
め
て
い

た
。
こ
の
点
は
、
ソ
ニ
ー
な
ど
一
部

の
製
造
業
が
八
〇
年
代
に
製
造
だ
け

で
な
く
資
金
調
達
、
販
売
お
よ
び
Ｒ

＆
Ｄ
ま
で
も
含
む
本
社
機
能
を
現
地
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ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
流
の
本
質
は�

　
　
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
に
あ
り�

【
特
集
】

メ
ガ
バ
ン
ク
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
問
う
�

日
本
の
金
融
機
関
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
成
功
す
る
に
は�

日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
　�

特
別
顧
問
　

神
崎
　
泰
雄�

金
融
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
は
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
流
、
す
な
わ
ち
米
国
流
が
世
界
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
あ
る
が
、
米
国
流
の
本
質
と
は
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
の
高
さ
に
あ

る
。
日
本
で
も
直
接
金
融
の
ウ
ェ
ー
ト
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
金
融
資
本
市
場
の
ト
ラ

ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
だ
。


